
R４ 学校評価                              

重点目標と自己評価の実施計画 

 

＜建学の精神＞  四恩とは、  仏様の恩、国の恩、社会の恩、父母の恩 

       報恩感謝  

私たちの生活のすべては「おかげ（ご縁）」で成り立っています。 

       「おかげさま」の感謝の気持ちを持って生活を送りたいと思います。 

       お互いが助け合い、支え合って生きていくことを実感し、 

       その恩恵に応えようとする気持ちを育てていきたいと思います。 

 

＜教育目標＞ 

明るく 生命を大切にする心、やる気のある子 

正しく 真実を見つめる目 

仲良く 思いやり、助け合う心 

仏教精神に基づいた保育 

生き生きと主体的に毎日を生活し、真実を見極める眼とそれを実行する 

強い心を育て、他者への思いやりの心を持てる子どもの育成 

 

＜教育のねらい＞ 

「知・情・体」三位一体の総合教育 

「つよいあたま」を育む保育 

 

＜子ども＞ 

１、挑戦する子 

２、自分から挨拶が出来る 

 

＜保育者＞ 

１、幼稚園教育要領の理解 

２、教育過程の再考 

  異年齢保育の取り組み 

  園外、社会、自然に触れる活動 

３、働き方改革 

 

＊R４年度の自己評価の実施について 

 １学期 重点的な目標等を十分考慮した教育活動を行う。 

     評価表を早めに配布し、内容を意識した保育を行う。 

 ２学期 中間評価を行う（１２月） 

     保護者アンケートを実施する 

 ３学期 ①自己評価を実施し、報告書や公表シートを作成する 

     ②自己評価結果を公表する 

     ③評価結果を設置者に報告する 

     ④評価結果をもとにした来年度の目標・評価項目の設定 



評価目標の達成及び取り組み状況 

＜子ども＞ 

  評価点 ４：十分に成果があった ３：成果があった ２：少し成果があった １：成果がなかった 

１、挑戦する子 評価点 ３ 

取り組み 
・新しいことでも楽しくチャレンジが出来る環境を工夫した 

・結果ではなく、取り組む過程を認め合うようにした 

良かった点 ・チャレンジシートなどで自分の頑張ったことが確認できることで、次への意欲を持つことができた 

反省点 ・子どもの個性、発達に合わせた挑戦の仕方を工夫できていたか 

今後の課題 
・子どもの個性、発達の状態、興味を持っていることを把握する 

・育ってほしい姿を具体的にする 

２、自分から挨拶が出来る 評価点 ３ 

取り組み 
・保育者から子どもに明るく元気に挨拶をする 

・挨拶を強要するのではなく、挨拶が自然にある環境をつくる 

良かった点 
・一人が挨拶をするとつられて他の子どもたちも挨拶をしていた 

・１年を通じて挨拶の声も大きくなって、来園者にも挨拶できる子も複数いた 

反省点 
・挨拶を強要しすぎていなかったかと思うところがある 

・声を出して挨拶をしていなくても、目が合うだけでも良いなど柔軟な対応ができていたか 

今後の課題 ・いつでも手本となる様、丁寧な挨拶を心掛ける ・子どもと目を合わせて話をする 

＜保育者＞ 

  評価点 ４：十分に成果があった ３：成果があった ２：少し成果があった １：成果がなかった 

１、幼稚園教育要領の理解 評価点 ３ 

取り組み オンライン研修の活用  

良かった点 実際の保育に照らし合わせた研修で、保育の実践に活かすことができた 

反省点 研修で学んだことが自己完結になっていた 

今後の課題 研修で学んだ内容を園内研修などで共有できる時間を持つ 

２、教育課程の再考 異年齢保育の取り組み 園外・社会・自然に触れる活動 評価点 ３ 

取り組み 毎年の慣例にとらわれない保育内容を検討した 

良かった点 
園で育てる野菜の種類が増え、子ども達の関心も高くなった 

ビンゴカードなどを活用して、見過ごしがちな自然にも興味関心を持つようにした 

反省点 園外に出る場合の条件（トイレの場所、補助人員の確保など）に見合う活動を決めるのが難しかった 

今後の課題 保育内容の検討 

３，働き方改革 評価点 ３ 

取り組み 
働き方改革の担当を決めアイディア募集 放課後日報をつけ、仕事内容を明確化する 

ICTの活用 業務の見直し 行事の準備スケジュールを作る 

良かった点 残業削減に結び付けることができた 

反省点 行事の時期になると残業が増えた 

今後の課題 
行事の準備スケジュールを活用することが難しかった 

業務の見直しをしながらも、保育指導計画、保育の記録は充実できるようにしたい 

 


